
女性デジタル人材育成事業 【三原市】

女性の就労率が男性と比較して低く、結婚や出産を機に仕事を辞
めるケースがあり２５歳～４４歳にかけてＭ字カーブの形状がみら
れる一方で、仕事と子育ての両立の推進要望は高い。

子育て期等の女性は就労に対する時間的及び物理的な制約があ
ることから、そうした事情を抱える女性が柔軟な働き方の選択肢を
広げることができる環境が必要である。

地域の実情と課題

◯三原商工会議所
◯三原臨空商工会
◯三原公共職業安定所

◯広島県

連携団体

就労の実現を確実なものとするには、離脱者を生まず、一定以上
のスキルを持ち合わせた人材に講座を受講してもらうべきであると
考える。
また、資格取得については個々人の習熟度による面があるものの、
専門講師のネットワーク等を活用して案件を獲得するなど、受講後
の就労への結びつけにつながるよう支援策を検討していきたい。

今後の課題

本事業のスキームは、デジタルスキルアップ講座を通して
Salesforceのツールについて知識を深めSalesforceの認定資格の
取得をめざし、専門講師のネットワークにより就労機会の提供を一
体的に行うものであった。今回は受講生7名全員が専門資格を取
得し、このうち2名は受託事業者からの直接雇用による就労を予定
している。希望した女性に就労機会の提供を行うことができたこと
は一定の成果がったものと考える。

事業の効果

主に求職中の女性を対象とした「デジタルスキルアップ講座」を開
催し、一定程度の収入を得ることができる就労の実現をめざし、専
門的で高度なスキルを身に付ける。

また、実践経験を積むためのOJTの機会を提供するなど、着実に
就労に結び付ける支援を行う。
※主な目標：（）内は実績

事業に参加した女性の就労割合８０％（２８％）

目的・目標

①デジタルスキルアップ講座の開催

専門講師によるSaleｓforceの知識や開発など実務で使用する操
作スキルを学ぶともに、e-ラーニングによる学習支援を行う。
②実務経験の機会の提供（OJT研修）

専門講師のネットワークにより、本講座で身に付けた知識を活か
すことのできる実務経験の機会の提供を行う。

事業の特徴

個別事業費 4,928 千円

交付金額 3,696 千円

事業番号 ④



◆デジタルスキルアップ講座の開催
〇Salesforce研修
・Salesforce基礎講座（9月1日～9月5日）
・Salesforce実習（9月8日～9月12日）
・Salesforce上級講座（11月4日～2月24日）
・構築シュミレーション（11月4日～2月16日）

〇試験対策セミナー
・過去問解説（2月9日～2月26日）
〇自習学習・サポート
・学習支援（講座期間中随時）
・キャリア面談（月1回／計5回）

主に求職中の女性を対象に、専門講師による
「デジタルスキルアップ講座」を開催。
【参加者数】女性７人
就労に直結するデジタルスキルを身につけた。
また、専門講師のネットワーク等により、

就労の機会の提供まで一体となった支援を行った。

事業の概要

講座の様子

案内チラシ

【参加女性からの声】
これまで縁のない分野だと思っていたIT業界が、講座を通して
現実的な選択しとなり、今後の方向性を考えるきっかけになりました。
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